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はじめに

植生護岸を始めとした水辺緑化に
おいて，景観形成を特に期待する場
合，花の美しさが重要視され，抽水植
物のキショウブ（I ris pseu dacoru s L.）
が重要な構成種となってきた（桜井 
1989）。
キショウブはアヤメ科アヤメ属の多

年生抽水植物で，自然高は 0.4 ～ 1.5 
mに達する。図 -1 及び図 -2 に示す通
り，4～ 6月には鮮黄色の美しい花を
咲かせて湖沼や河川の沿岸帯に美観を
創出する。朔果は断面がほぼ三角形を
した 4.0 ～ 7.5 cm程度の長楕円形を
しており，9～ 11 月に成熟して裂開
し，種子を散布する（角野 1996; 大
滝・石戸 1980）。秋季には新しい分
げつが出現し，越冬後，春季には一部
の分げつから花茎が伸長し始める。繁
殖力は旺盛で，高い窒素要求性を有す
るため（Sutherland 1990），富栄養
化の進んだ水域環境下でも多く見出さ
れる。ダム貯水池のように貯水量の増
減に伴って大きく水位変動が生じ，冠
水条件や乾燥条件が繰り返される水辺
環境でも生育することが可能である
（百瀬 2001）。耐乾性や，水中の窒素・
リン除去（遠田 1998）及び重金属除
去（浅井ら 2006）などの水質浄化能
にも優れた特性を有している。地下部
は直径 1～ 4 cmの根茎を有し，不定
根を地表面付近でマット状に発達させ
るため護岸の土壌浸食も抑制できる。
原産はヨーロッパから中央アジアで

あり，日本には明治時代に園芸植物と
して導入され，現在では全国各地の
湖沼，ため池，河川，水路などに帰
化している（角野 1996; 大滝・石戸 
1980）。世界ではヨーロッパ全土に分
布し（Sutherland 1990），特にイギ
リスやアイルランドでは河川や湖沼の
水辺緑化に利用されている事例が多い
（高橋・近藤 2004）。また，北アメリ
カ全土，アジアではコーカサス地方，
シリアやシベリア地方，さらに北アフ
リカや，南半球のニュージーランドま
で分布が広がっている（Cody 1961; 
Preece 1964）。これらの地域の大部
分が日本と同じように，当初は園芸用
として導入された経緯がある。
日本では全国各地おいて，水辺緑化

に盛んに利用されてきたが，2005 年
に制定された外来生物法において，キ
ショウブは重点対策外来種（旧要注意

外来生物リスト）にリストアップされ
た。総合的な対策が必要とされている
現状では，繁殖特性を把握し，既存群
落を適切に管理する必要性がある。

1. キショウブの分布拡大
に寄与する種子発芽特性

自然条件下におけるキショウブの分
布拡大は種子散布及び根茎の栄養繁殖
に依存する。そこで，まず種子による
分布拡大を検討するために，貯蔵条件
がキショウブ種子の発芽におよぼす影
響について検討した。

(1) 種子の異なる貯蔵条件が発芽
に及ぼす影響について

1997 年に岡山大学圃場の栽培群落
において，朔果が裂開した直後の 10
月 3 日に種子を採取した。種子は 10

図-1　    岡山市内を流れる西川緑道公園の
キショウブ群落（2019年 5月 14日
撮影）

図-2　     キショウブ開花個体（2019年5月9日
撮影）
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月 23 日から室温での風乾貯蔵，5℃
条件下での湿潤及び風乾貯蔵，野外で
の埋土貯蔵の 4条件で貯蔵し，野外埋
土貯蔵を除く 3条件は貯蔵開始から
1ヶ月までは 6日毎に，以降は 4条件
とも 1ヶ月毎に 11 回取り出して発芽
実験に供試した。発芽実験はインキュ
ベーター内で行い，発芽床の温度条件
は昼温 30℃，夜温 23℃の変温条件と
し，光条件は 12時間日長（30,000lx）
とした。
図 -3 に示す通り，発芽率が最も高

く推移したのは野外埋土貯蔵（地温：
-1.3℃～ 25.5℃）の種子で，貯蔵期
間が 3ヶ月間になると 94.0％と他の
処理区より有意に高く，他のどの貯蔵
条件よりも休眠覚醒が進んだ。貯蔵期
間中の発芽は野外埋土貯蔵についての
み認められ，貯蔵期間 3ヶ月間まで
は 2.0 ～ 5.3％であったが，4ヶ月間
になると 77.3% と急激に高まり，以
降は大部分の種子が貯蔵中に発芽し
た。これより，野外の種子は大部分が
春期に発芽するが，一部は秋期に発芽
することも確認した。

(2) 秋期に出芽する種子集団について

秋期に出芽する実生は自然条件下で
も見出され，年内中にある程度生長し
て越冬する。越冬後，翌春に速やかに
生長を再開するため，春期に出芽する
実生よりも早期に大型の個体に生長す
る。そこで，種子の朔果の裂開程度，
着生位置，種子型および種皮亀裂の有
無と秋期に出芽する種子との関係につ
いて調査した。
まず，秋期に出芽する割合を把握す

るために，1998 年 9 月 19 日に採取
した種子について，水田土壌を充填し
た 1/10,000a ワグネルポットの地表
面へ播種して野外に設置した。その結
果，大半は結実後翌年の春期に出芽
したが，結実後同年の秋期にも 2～
16％の割合で出芽した。同時に採取
した種子について，インキュベーター
内で発芽実験を実施した結果，完全に
裂開した朔果に残っている種子は室温
風乾貯蔵で休眠性が深かったが，野外
実験における出芽率と朔果の裂開程
度との間に相関はなかった。その後，

2000 年から 2001 年にかけて，種子
の着生位置や種子型による発芽実験を
実施したが，休眠性の差は僅かで，裂
開時期による違いも少なく，秋期出芽
との関連性は低いと考えられた。
種々の発芽実験で秋期出芽を検証す

る中で，種子の採取時に種皮に亀裂を
生じている種子の存在に気が付いた。
そこで，2002 年の 9 月から 10 月に
かけて，朔果毎に種子数と朔果内発芽
種子数（図 -4）を種皮亀裂の有無に
より区分して計測後，採取時の未発芽
種子を対象に発芽実験を実施した。そ
の結果，種皮に亀裂（図 -5）を生じ
た種子は発芽（図 -6）の開始が早く，
30℃恒温条件下でも高い累積発芽率
を示したため，秋期出芽に大きく寄与
していると考えられた。

図-3　 貯蔵条件が異なる種子の変温条件下における発芽率の経時変化
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図-4　朔果内発芽種子

図-5　種皮に亀裂を生じた種子

図-6　稚皮に亀裂を生じた発芽種子
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2. 根茎切断片の栄養繁殖
特性及び地上部刈取処理の
生育抑制効果
大雨などによる自然的攪乱，刈取

などの管理作業による人為的攪乱が生
じると，根茎は既存群落から切断さ
れ，水流に乗って拡散後，漂着して新
たに群落を形成する。水位変動等によ
り干陸地に漂着する場合もあるが，根
茎断片は大気中に根茎が露出した乾燥
条件下でも3ヶ月間生存が可能とされ
（Sutherland 1990），再び水位変動や降
雨等によって生育に好適な水分条件下
におかれると，定着する可能性も十分
にある。定着時は1個体の根茎断片で
あっても翌年は旺盛に抽苔して開花結
実するため，開花に至る個体の外部形
態を検討した。また，開花後の種子散
布を抑制するために，時期の異なる花
茎の切除処理ならびに地上部刈取処理
後翌年の開花及び種子生産を調査した。

(1) 春季における個体の外部形態
と開花との関係について

岡山大学農学部圃場において 2000

年 3月 30 日に植栽して形成した群落
（2.4 m×1.6 m） か ら 2006 年 3 月
14 日に分げつ数が 1～ 6本，緑葉数
が 2～ 8 枚からなる個体を 571 個体
採取した。全個体について，0～ 45 
g までの新鮮重を 5 g 毎に 9 水準で
分類し，2006 年 3 月 21 日に水田土
壌を充填した塩ビ製ポット（内径 20 
cm× 深さ 50 cm）に 1個体ずつ植栽
した。開花調査は最初に開花を確認し
た 2006 年 5 月 14 日より約 1ヶ月間
毎日行い，花茎毎に開花数を計測して
開花日を記録した。
本実験に供試した全 571 個体の内，

70個体が開花に至った。図 -7 に植栽
個体の新鮮重別開花個体率を示した。
開花個体率（各水準の個体数に対する
開花個体数の割合）は新鮮重が 15 g
より重くなるに従って徐々に高まり，
植栽時に 30 g 以上の個体は 76 % 以
上が開花に至った。図 -8 に植栽個体
の緑葉数別開花個体率を示した。緑葉
数別の各水準の個体数の分布は 4枚
を中心としたほぼ正規分布に近い形を
示したが，開花個体率は 2枚が最も
高く，緑葉数が多い個体ほど開花個体

率は低かった。
同じアヤメ属のハナショウブ（ I ris 

en sata T h u n b . var. en sata）の分げつは
前年の秋季に葉身が 7枚以上あれば
花芽が分化し，翌春には葉芽より太く
大型化する（冨野 1994）。本実験の
結果から，キショウブは新鮮重が 25 
g 以上の個体であれば 50 ％以上が開
花に至ったため，ハナショウブと同様
に春季に花芽を含む個体は葉芽のみを
含む個体より重い可能性が高く，前年
の秋季には緑葉数が多く生育の良い分
げつであると推定される。また，開花
に至る個体の緑葉数が少なかったの
は，春季は花茎の形成にエネルギーを
充実させるためと考えられる。

(2) 開花の有無が生育に及ぼす影響
について

前項 (1) における開花調査終了後，
植栽時の新鮮重で 20 ～ 35 g では開
花個体が約半数を占めたため，その内，
無作為に計 77 個体（開花個体：41，
未開花個体：36）を選抜して，開花
した 41 個体は花茎を地際にて切除す
る花茎切除処理，未開花の 36 個体に
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図-7　植栽個体の新鮮重別の開花個体率
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図-8　植栽個体の緑葉数別の開花個体率
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におかれると，定着する可能性も十分
にある。定着時は1個体の根茎断片で
あっても翌年は旺盛に抽苔して開花結
実するため，開花に至る個体の外部形
態を検討した。また，開花後の種子散
布を抑制するために，時期の異なる花
茎の切除処理ならびに地上部刈取処理
後翌年の開花及び種子生産を調査した。

(1) 春季における個体の外部形態
と開花との関係について

岡山大学農学部圃場において 2000

年 3月 30 日に植栽して形成した群落
（2.4 m×1.6 m） か ら 2006 年 3 月
14 日に分げつ数が 1～ 6本，緑葉数
が 2～ 8 枚からなる個体を 571 個体
採取した。全個体について，0～ 45 
g までの新鮮重を 5 g 毎に 9 水準で
分類し，2006 年 3 月 21 日に水田土
壌を充填した塩ビ製ポット（内径 20 
cm× 深さ 50 cm）に 1個体ずつ植栽
した。開花調査は最初に開花を確認し
た 2006 年 5 月 14 日より約 1ヶ月間
毎日行い，花茎毎に開花数を計測して
開花日を記録した。
本実験に供試した全 571 個体の内，

70個体が開花に至った。図 -7 に植栽
個体の新鮮重別開花個体率を示した。
開花個体率（各水準の個体数に対する
開花個体数の割合）は新鮮重が 15 g
より重くなるに従って徐々に高まり，
植栽時に 30 g 以上の個体は 76 % 以
上が開花に至った。図 -8 に植栽個体
の緑葉数別開花個体率を示した。緑葉
数別の各水準の個体数の分布は 4枚
を中心としたほぼ正規分布に近い形を
示したが，開花個体率は 2枚が最も
高く，緑葉数が多い個体ほど開花個体

率は低かった。
同じアヤメ属のハナショウブ（ I ris 

en sata T h u n b . var. en sata）の分げつは
前年の秋季に葉身が 7枚以上あれば
花芽が分化し，翌春には葉芽より太く
大型化する（冨野 1994）。本実験の
結果から，キショウブは新鮮重が 25 
g 以上の個体であれば 50 ％以上が開
花に至ったため，ハナショウブと同様
に春季に花芽を含む個体は葉芽のみを
含む個体より重い可能性が高く，前年
の秋季には緑葉数が多く生育の良い分
げつであると推定される。また，開花
に至る個体の緑葉数が少なかったの
は，春季は花茎の形成にエネルギーを
充実させるためと考えられる。

(2) 開花の有無が生育に及ぼす影響
について

前項 (1) における開花調査終了後，
植栽時の新鮮重で 20 ～ 35 g では開
花個体が約半数を占めたため，その内，
無作為に計 77 個体（開花個体：41，
未開花個体：36）を選抜して，開花
した 41 個体は花茎を地際にて切除す
る花茎切除処理，未開花の 36 個体に
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図-7　植栽個体の新鮮重別の開花個体率
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図-8　植栽個体の緑葉数別の開花個体率
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ついては刈取高を 5 cmとして地上部
の分げつ全体を刈取る地上部刈取処理
を施した。開花個体の花茎数は全て 1
本であり，花茎切除処理は 2006 年 6
月 30 日より，地上部刈取処理は 7月
28 日より約 1ヶ月毎に，各 6反復ず
つ無作為に選抜して各 4回実施した。
翌年の 2007 年 5 月 14 日から 6 月
29 日にかけて花茎数及び開花数を記
録し， 8 月 8日に稔実朔果数を計測し
た。
表 -1 に花茎切除処理及び地上部刈

取処理が翌年の花茎数，開花数及び稔
実数に与える影響を示した。花茎切除
処理は，処理の有無及び処理時期の違
いにおいて，翌年の花茎数，開花数及
び稔実朔果数に 5 % 水準で有意差は
認められなかった。地上部刈取処理に
ついては，刈取らない場合と比較して
翌年の花茎数に有意差は認められな
かったものの，開花数及び稔実朔果数
が 5 %水準で有意に減少した。
アイルランドや北西アメリカでは，

種子が運河や川の水流によって分布
域が広められ（Caffrey・Monahan 
1997; Raven・Thomas 1970）， ア
メリカモンタナ州では鳥に付着して分
布域が拡大した。デンマークでは海流
による種子散布が可能であることが示
された（Jessen 1955）。これらの報
告から，キショウブの新たな群落形成
を抑制するためには，種子散布を防ぐ

ことが最優先であり，開花終了後，秋
季の種子散布までの花茎切除は分布域
拡大を防ぐ管理手法として有効であ
る。ただし，花茎を異なる時期に切除
しても翌年の花茎数，開花数及び稔実
朔果数には影響しなかった。これに対
し，地上部刈取処理は無処理と比較し
て，翌年の開花数や稔実朔果数を減少
させた。これは，秋季における分げつ
の生育状況が劣り，花芽形成に影響し
たためと推定された。
外部形態から春季に新鮮重が重く，

緑葉数の少ない分げつは花芽である割
合が高く，逆に新鮮重が軽く，緑葉数
が多ければ葉芽である確率が高いこと
が明らかとなった。また，開花に至ら
ない個体は旺盛な生育を示す傾向に
あったため，分げつを刈取れば翌年の
生殖生長を抑制することが可能であ
る。

3. 異なる刈取処理による
耐冠水性の検討

キショウブと同じ多年生抽水植物の
ヒメガマ（ T yph a an g u stif olia L.）やヨ
シ（ P h rag m ites au stralis (Cav.) Trin. 
ex Steud.）の防除及び管理について
は，刈取処理による機械的防除法が
検討されており（Nelson et al. 1966; 
桜井 1991），キショウブにおいても
機械的防除法を検討する目的で，時期

の異なる刈取処理後の耐冠水性を検討
した。
2(1) と同じ既存群落から同日に

126 個体を採取して栽培した。2007
年 9 月 7 日に生育調査を実施後（分
げつ数 4.3±1.2，草丈 60.9±11.0㎝，
花茎数 1.0±0.0），水田土壌を充填し
た 1/5,000 a ワグネルポットに 1 個
体ずつ移植した。越冬芽の出現する時
期にあたる 2007 年 9 月 18 日に，全
ての分げつに対して，地際の 0㎝，地
際から 1㎝，2㎝，3㎝，4㎝及び 5㎝
の刈取高で 18 個体ずつ刈取処理を施
し，無処理の 18 個体を加えた 7処理
126個体を設定した。刈取後は同日中
に，全ての刈取高について，冠水深を
地際の 0㎝（無冠水），地際から 1㎝，
2㎝，3㎝，4㎝及び 5㎝の 6水準とし
て 3個体ずつ冠水させ，計 42 処理 3
反復を設定した。その後，刈取処理か
ら約 3ヶ月後の 12 月 11 日に分げつ
数を計測した。
越冬後，2008 年 7 月 28 日に生育

調査を実施した結果，刈取高が 0㎝及
び 1㎝の刈取処理を除き，刈取高が 2
㎝以上の 90 個体には分げつの生育に
差異が認められなかった（分げつ数
4.2±1.2，草丈 45.2±5.3㎝）。そこで，
生育盛期にあたる 2008 年 7 月 31 日
に，前年の刈取高 2㎝の個体を地際の
0㎝，前年の刈取高 3㎝，4㎝及び 5㎝
の個体を地際から 1㎝，2㎝及び 3㎝

表-1　花茎切除処理および地上部刈取処理が処理後翌年の花茎数，開花数および稔実数に与える影響-1

処理の種 処理 日

花 除処理 日 6 17.5 ±5.5 a 148. ±10.2 a 69.7 ±11. a

2006 7 28日 6 16.7 6 a 141.5 4 a 7 ±28.2 a

2006 8 25日 6 15. ±5.0 a 125.2 ±19.6 a 68. ±9.0 a

2006 9 22日 6 14.5 ±1.9 a 2 ±27.5 a 75.8 ±15.8 a

無処理 17 14.8 ±5.4 a 129.5 ±18.9 a 77.8 4 a

地 取処理 28日 6 15. 9 a 5 ±16.5 a 42.2 ±12.8 a

2006 8 25日 6 15.7 ±5.2 a 91.5 ±27.8 a 50.7 ±12.4 a

2006 9 22日 6 17.0 ±4.9 a 91.5 ±9. a 56. ±8.6 a

2006 10 日 6 14.8 ±5.5 a 101. ±12.8 a 57.2 ±15. a

無処理 6 12.7 ±2.7 a 7 ±8.9 b 82.7 ±14.7 b

1) で く ， る場 に5 水 で有 る を

花 1) 本/ 開花 1) / 実 果 1) /
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で，各々 18 個体ずつ刈取処理を再度
施し，無処理の 18 個体を加えた 5処
理 90 個体を設定した。刈取後は同日
中に，前年と同様の 6水準の冠水深
として 3個体ずつ冠水させ，計 30 処
理 3 反復を設定した。その後，刈取
処理から約 3ヶ月後の 10 月 30 日に
分げつ数を計測した。
表 -2 に越冬芽出現期における刈取

処理 3ヶ月後の冠水深別の分げつ数
を示した。越冬芽出現期には全処理で
分げつの再生が認められた。刈取高が
地際の 0㎝の場合，1㎝以上の冠水深
では，刈取高が 1㎝以上の刈取処理よ
り，再生した分げつ数が少なかった。
一方，越冬芽出現期の刈取処理前は供
試した全 126 個体が 1本ずつ花茎を
有していた。しかし，刈取処理後の翌
年は，無処理の全 18 個体が 1本ずつ
花茎を発生させたのに対し，刈取処理
を施した 108 個体の内で花茎を発生
させたのは，刈取高が 4㎝及び 5㎝で，
冠水深が 1㎝及び 2㎝の 4処理におけ
る各 1個体の計 4個体のみであった。
表 -3 に生育盛期における刈取処理

3ヶ月後の冠水深別の分げつ数を示し
た。生育盛期では，刈取高が低く，冠

水深が深いほど，分げつ数が減少する
傾向にあった。特に，刈取高が地際の
0㎝及び 1㎝の刈取処理では，4㎝及び
5㎝の冠水深で分げつの再生が認めら
れなかった。
ヒメガマを刈取りによって機械的に

防除するには，生育盛期の複数回の刈
取処理が必要とされる。米国では，生
育盛期の夏季にシュートを地際の 0㎝
で 2回刈取り，冠水深を 7.6㎝以上に
すると，刈取後翌年の夏季には 100％
の防除に成功した（Nelson 1966）。
ヨシも水面下で複数回刈取れば再生
が防げられる（桜井 1991）。そこで，
キショウブの生育盛期に刈取高と冠水
深を段階設定した結果，生育盛期に刈
取高を 1㎝以下とし，冠水深を 4㎝以
上に設定すれば，1回の刈取処理で再
生を防げることが明らかとなった。
ヒメガマのシュートの刈取後に枯死

に至るメカニズムとして，シュートを
水面下で刈取ると地下部への酸素供給
が困難となり，地下茎の生長力が低
下することが報告されている（Sale・
Wetzel  1983;  Sojda・Solberg 
1993）。キショウブも刈取高より冠水
深が深い場合，分げつの刈取面が冠水

し，酸素獲得が困難となって，再生が
妨げられたと考えられる。
また，越冬芽出現期の刈取処理は，

刈取高が 2㎝以上では翌年の分げつ数
を減少させなかったが，花茎の発生に
ついては著しく抑制させることが明ら
かとなった。ゆえに，9月上旬の越冬
芽出現期における刈取処理は，キショ
ウブが重点対策外来種として懸念され
ている近縁種との遺伝的攪乱や，種子
散布による分布拡大を防ぐ意味で重要
である。生育盛期及び越冬芽出現期の
刈取処理と冠水条件を組み合わせて活
用すれば，様々な状況に応じてキショ
ウブ群落を適切かつ効率的に維持する
ことが可能である。

4. まとめ

既に日本全土に分布が拡大している
現在，根絶を望む考えは現実的ではな
い。キショウブ群落が他の生物に対し
て与える生態的影響については今後も
検討する必要があるが，環境圧の高い
場所において修景を目的とした緑化が
期待される場合，キショウブは有用種
である。ゆえに，今後の水辺の景観形
成の場面では，本研究で明らかにした
花芽を有する割合の高い分げつを活用
して，春季に植栽後，開花による美観
を速やかに創出することを推奨する。
開花後は花茎を切除して種子散布を防
ぐとともに，地上部を夏季から秋季に
1回刈取って，翌年の稔実朔果数を 5
割～ 8 割まで減少させる。更なる生
殖生長を抑制するためには，刈取り回

2　 芽 期に 3ヶ月 の の

） 数 数

数（ /個体）

表-2　越冬芽出現期における刈取処理3ヶ月後の冠水深別の分げつ数

3　 期に 3ヶ月 の の

） 数 数

数（ /個体）

表-3　生育盛期における刈取処理3ヶ月後の冠水深別の分げつ数
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で，各々 18 個体ずつ刈取処理を再度
施し，無処理の 18 個体を加えた 5処
理 90 個体を設定した。刈取後は同日
中に，前年と同様の 6水準の冠水深
として 3個体ずつ冠水させ，計 30 処
理 3 反復を設定した。その後，刈取
処理から約 3ヶ月後の 10 月 30 日に
分げつ数を計測した。
表 -2 に越冬芽出現期における刈取

処理 3ヶ月後の冠水深別の分げつ数
を示した。越冬芽出現期には全処理で
分げつの再生が認められた。刈取高が
地際の 0㎝の場合，1㎝以上の冠水深
では，刈取高が 1㎝以上の刈取処理よ
り，再生した分げつ数が少なかった。
一方，越冬芽出現期の刈取処理前は供
試した全 126 個体が 1本ずつ花茎を
有していた。しかし，刈取処理後の翌
年は，無処理の全 18 個体が 1本ずつ
花茎を発生させたのに対し，刈取処理
を施した 108 個体の内で花茎を発生
させたのは，刈取高が 4㎝及び 5㎝で，
冠水深が 1㎝及び 2㎝の 4処理におけ
る各 1個体の計 4個体のみであった。
表 -3 に生育盛期における刈取処理

3ヶ月後の冠水深別の分げつ数を示し
た。生育盛期では，刈取高が低く，冠

水深が深いほど，分げつ数が減少する
傾向にあった。特に，刈取高が地際の
0㎝及び 1㎝の刈取処理では，4㎝及び
5㎝の冠水深で分げつの再生が認めら
れなかった。
ヒメガマを刈取りによって機械的に

防除するには，生育盛期の複数回の刈
取処理が必要とされる。米国では，生
育盛期の夏季にシュートを地際の 0㎝
で 2回刈取り，冠水深を 7.6㎝以上に
すると，刈取後翌年の夏季には 100％
の防除に成功した（Nelson 1966）。
ヨシも水面下で複数回刈取れば再生
が防げられる（桜井 1991）。そこで，
キショウブの生育盛期に刈取高と冠水
深を段階設定した結果，生育盛期に刈
取高を 1㎝以下とし，冠水深を 4㎝以
上に設定すれば，1回の刈取処理で再
生を防げることが明らかとなった。
ヒメガマのシュートの刈取後に枯死

に至るメカニズムとして，シュートを
水面下で刈取ると地下部への酸素供給
が困難となり，地下茎の生長力が低
下することが報告されている（Sale・
Wetzel  1983;  Sojda・Solberg 
1993）。キショウブも刈取高より冠水
深が深い場合，分げつの刈取面が冠水

し，酸素獲得が困難となって，再生が
妨げられたと考えられる。
また，越冬芽出現期の刈取処理は，

刈取高が 2㎝以上では翌年の分げつ数
を減少させなかったが，花茎の発生に
ついては著しく抑制させることが明ら
かとなった。ゆえに，9月上旬の越冬
芽出現期における刈取処理は，キショ
ウブが重点対策外来種として懸念され
ている近縁種との遺伝的攪乱や，種子
散布による分布拡大を防ぐ意味で重要
である。生育盛期及び越冬芽出現期の
刈取処理と冠水条件を組み合わせて活
用すれば，様々な状況に応じてキショ
ウブ群落を適切かつ効率的に維持する
ことが可能である。

4. まとめ

既に日本全土に分布が拡大している
現在，根絶を望む考えは現実的ではな
い。キショウブ群落が他の生物に対し
て与える生態的影響については今後も
検討する必要があるが，環境圧の高い
場所において修景を目的とした緑化が
期待される場合，キショウブは有用種
である。ゆえに，今後の水辺の景観形
成の場面では，本研究で明らかにした
花芽を有する割合の高い分げつを活用
して，春季に植栽後，開花による美観
を速やかに創出することを推奨する。
開花後は花茎を切除して種子散布を防
ぐとともに，地上部を夏季から秋季に
1回刈取って，翌年の稔実朔果数を 5
割～ 8 割まで減少させる。更なる生
殖生長を抑制するためには，刈取り回

2　 芽 期に 3ヶ月 の の

） 数 数

数（ /個体）

表-2　越冬芽出現期における刈取処理3ヶ月後の冠水深別の分げつ数

3　 期に 3ヶ月 の の

） 数 数

数（ /個体）

表-3　生育盛期における刈取処理3ヶ月後の冠水深別の分げつ数
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数を増加するなど検討して，群落の拡
大を抑制し，その場で許容される群落
を適切に維持することが望ましい。
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　いずれもアヤメ科アヤメ属の多年草。アヤメは山野の比較的
乾いたところに生えるが，カキツバタもキショウブも日当た
りのいい湿地や草原で生育する。アヤメの小さいものは 30cm
くらいから，ノハナショウブやキショウブでは 1mを超えるも
のも多い。花色は紅紫色から青紫色，紫，紋や覆輪の入ったも
のからまれに白色もある。詳しくは中嶋佳貴氏の論文を参照さ
れたいが，黄色のショウブはキショウブである。
　「菖

あ や め

蒲」も「杜
かきつばた

若」も在来で，古
いにしえびと

人の目についていたはずで
あるが，「菖

あやめぐさ

蒲」はサトイモ科の「菖
しょうぶ

蒲」として万葉の時代か
ら歌に詠まれ，一方，紫色の花をつける「花

はなしょうぶ

菖蒲」や菖
あやめはな

蒲花」は，
「杜

かきつばた

若」として詠われてきた。「伊勢物語」の 9段，在原業平
の東下り。
　　唐衣着つつなれにしつましあれば
　　　はるばる来ぬる旅をしぞ思ふ
の「かきつはた」を折り込んだ歌は高校の教科書にも取り上げ
られる。

　「花
はなしょうぶ

菖蒲」は，近世以降，品種改良が進み多様な花色の園芸
品種が作出されてきたが，黄色系の花色はなく，黄色の花菖蒲
は明治に海外から持ち込まれる「キショウブ」まで待たねばな
らなかった。
　「花

はなあやめ

菖蒲」や「菖
あ や め

蒲」，「杜
かきつばた

若」を詠み込んだ句や歌は多い。
それらはみな仲夏の季語であり，多くの句がある。歌でも多く
の歌人が詠っている。そんな中に俵万智の「チョコレート誤訳　
みだれ髪」という歌集がある。与謝野晶子の歌集「みだれ髪」
を俵万智流に解した歌集だが，その中に「花あやめ」を詠った
歌があった。そこに 1首，黄色の駄作を加えてみた。
　　庭下駄に水をあやぶむ花あやめ
　　　鋏にたらぬ力をわびぬ　　　　　　晶子
　　庭下駄に鋏を持って近づけど　
　　　池に落ちそうあやめは切れず　　　万智
　　庭下駄に落ちそうなほど気になれど　
　　　池の黄菖蒲鋏とどかず　　　　　　美代
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